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令和２年
成人式  写真配布

　１月１２日（日）に撮影した記念写
真を、無料配布します。
※ 代理の方でもお渡しできます。

◇配布場所　　
・中央公民館（生涯学習課）
　※月曜休館
・西大和地区公民館（役場出張所）
　※２月２４日（月）休館
◇配布期間　　
　２月１日（土）～２月２９日（土）
　午前８時３０分～午後５時１５分

◇問い合わせ　
　生涯学習課　☎５７ー２２７１

　本町では、毎年新成人が実行委員とな
り成人式を行います。今年の実行委員メ
ンバーにインタビューしました。

ここが落ち着く．．．変わらない "ふるさと "

①将来の夢は何ですか？
②どんな大人になりたいですか？
③家族に一言

①生徒を１番に思う体育
　教員
②子供心を忘れない大人
③毎日楽しく過ごさせて
　くれてありがとう　こ
　れからもずっとずっと
　よろしくお願いします。

①将来の夢は、日本で一
　番有名な映画監督にな
　ること
②中途半端な人間以外　
　になりたい
③感謝しかないです…！
　これからは、親孝行頑
　張っていきます！！

①たくさんありますが、　自
　分が学んだことをたくさん
　の分野に役立てて貢献した
　いです！
②何事も楽しめる人！
③家族、親戚全員に一言♡！
　一緒にいてほんまに楽しい
　で～いつも支えてくれてあ
　りがとう！ほんまに大好
　き！

①みんなを笑顔にできる助産師
②正しいことは正しい。間違えていることは間
　違えていると言える大人
③私を産んでくれてありがとう。大切に育てて
　くれてありがとう。好きなことをやらせてく
　れて、応援してくれてありがとう。これから
　もよろしくお願いします。

①将来の夢は億万長者
②尊敬される大人
③今までいろいろ迷惑をかけ
　て、これからもかけると思
　いますが、まじめで健康に
　これからも頑張り、親孝行
　します。

①毎日笑って過ごせるような
　家庭を作りたい！！
②周りから信頼される人
③いっぱい迷惑かけてお世話
　してくれてほんとにありが
　とう、大好きです！

①将来の夢は理学療法士
　になることです！
②有言実行ができる大人
　になりたいです
③いつもワガママを言っ
　て振り回してごめんな
　さい。お父さん、お母
　さん、これからも迷惑
　かけると思うけどよろ
　しくお願いします！！

①人と関わり続けられ
　る職業
②落ち着きのある大人
③今まで本当にお世話
　になりました。これ
　からもお願いします !
　早く自立できるよう
　に頑張ります！　

①幸せな家庭を築き
　たい
②自分の損得関係な
　く、人のために行
　動できる人間
③いっぱい迷惑かけ
　てごめんなさいと
　育ててくれてあり
　がとう。これから
　もよろしく！
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各種作文コンテスト 受賞！
おめでとうございます

税 についての作文

動 物愛護の作文コンテスト 人 権作文コンテスト

戸島 　清太さん　
（河合第二中学校２年）

　１２月１日（日）橿原市立かしはら万葉ホールで「第７１
回人権週間行事中学生人権作文表彰式と人権のつどい in か
しはら」が開催され、「第３９回全国中学生人権作文コンテ
スト」で受賞されました。

　税について関心を持ち、正しい理解を深めるため国税庁と全国納税貯蓄組合連合会が毎年主催している中
学生の「税についての作文」について、約３，２００編（葛城税務署管内）の応募があり、町内の中学生４名
の方が受賞されました。

●「見えない相手を繋ぐ税」全国納税貯蓄組合連合会優秀賞　　松井　春樹さん（河合第二中学校３年）
●「意識を変えるとき」奈良県納税貯蓄組合総連合会会長賞　　西村　遥菜さん（河合第一中学校３年）
●「地方消費税の大切さ」奈良県知事賞　　　　　　　　　　　西裏　咲希さん（西大和学園中学校３年）
●「税金が助けてくれる未来へ」河合町長賞　　　　　　　　　池田　光里さん（河合第一中学校３年）

　優秀作品に選ばれた松井春樹さんの作文は、確定申告の期間中に役場窓口などで掲示いたしますので、来庁の際にはご覧く
ださい。

植田　一駿さん
（河合第二中学校３年）

　公益財団法人日本動物福祉協会が動物愛護週間中央行事
の一環として生命を尊重し、他を思いやる心を育むことを
目的とした「第６０回動物愛護の作文コンテスト　中学生
の部」において、「日本動物福祉協会二等賞」を受賞され
ました。

「生き物を飼うということの意味」
●第６０回動物愛護の作文コンテ
　スト　中学生の部
　日本動物福祉協会二等賞

各種作文コンテスト 受賞！
おめでとうございます

▲左から、清原町長、西村遥菜さん、松井春樹さん、池田光里さん

「唯一無二の姉」
●第３９回全国中学生人権作文コ
　ンテスト奈良大会
　【最優秀賞】奈良県人権擁護委
　員連合会会長賞
●第３９回全国中学生人権作文コ
　ンテスト中央大会奨励賞
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も
、
祖
母
や
母
の
お
下
が
り
の
着
物
を
着
る
こ
と
が

多
い
で
す
。」と
、ま
さ
に〝
や
ま
と
な
で
し
こ
〟で
す
。

桐
原
さ
ん
の
生
活
そ
の
も
の
が
、
生
涯
学
習
課
で
の

仕
事
に
活
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

生涯学習課

桐
きりはら
原　麻

ま い こ
以子　課長補佐

今月のイチオシ職員は、忙しく働きながらも
家事・子育てをこなす “輝く女性 ”です。

　
桐
原
さ
ん
は
、
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
と
し
て

平
成
30
年
か
ら
社
会
教
育
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
教
員
（
中
学
校
・
高
校
）
と
学
芸
員
の
資
格

を
持
っ
て
い
て
、「
資
格
を
活
か
す
仕
事
が
で
き

れ
ば
と
い
う
、
念
願
叶
っ
て
生
涯
学
習
課
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。」
と
、
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
生
涯
学
習
課
の
事
業
の
一
つ
「
町

民
大
学
」
の
見
直
し
を
行
い
、
今
年
は
受
講
者
が

前
年
の
1.5
倍
以
上
に
増
え
た
と
の
こ
と
。
学
び
と

体
験
の
学
習
を
重
視
し
、
子
ど
も
向
け
に
は
季
節

ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
や
自
然
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
楽

し
く
学
べ
る
工
夫
を
し
、皆
さ
ん
の
「
学
ぶ
意
欲
」

を
刺
激
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、「
女
子
力
ア
ッ

プ
講
座
」
な
ど
、
女
性
目
線
で
発
案
し
、
こ
れ
も

満
員
御
礼
の
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
講
座
受
講
生
や
さ
ま

ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
た
ち
と
ふ
れ
合
っ
て
、

河
合
の
人
た
ち
は
す
ご
く

温
か
く
元
気
と
常
々
感
じ

て
い
ま
す
。」
地
域
の
方

と
ふ
れ
合
う
こ
と
で
良
い

ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で
く

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〝
や
ま
と
な
で
し
こ
〟 
な
ん
で
す
。

　

中
学
校
の
頃
か
ら
お
琴
を
始
め
、
大
学
時
代
に

は
弓
道
を
た
し
な
み
、
華
道
に
関
し
て
は
25
年
間

続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
お
出
か
け
の
時
は
新
し
い
洋
服
を
買
う
よ
り

〝
働
く
マ
マ
〟
は
強
い
！

　
本
町
に
勤
め
て
か
ら
、
結
婚
、
出
産
を
し
、
子
育

て
を
し
な
が
ら
毎
日
頑
張
っ
て
い
る
桐
原
さ
ん
。

　
「
子
ど
も
が
小
さ
い
時
は
大
変
で
し
た
。
私
の
母

が
働
い
て
い
た
の
で
、
子
ど
も
が
風
邪
を
ひ
い
た
時

で
も
実
家
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
夫
婦
で

交
代
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
、
子
ど

も
も
中
学
生
と
高
校
生
に
な
り
ま
し
た
が
、
夫
が
妻

と
同
等
以
上
の
家
事
を
こ
な
し
て
く
れ
る
の
で
、
仕

事
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。」
と
、
忙
し
い
毎
日

を
送
り
な
が
ら
も
良
い
家
族
関
係
を
築
け
て
い
る
よ

う
で
す
。

「
何
よ
り
も
私
が
仕
事
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。」

流
行
と
伝
統
、
さ
ら
に
女
性
目
線
と
マ
マ
目

線
も
意
識
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

に
楽
し
い
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

▲ かわい寺子屋教室で “ 門松づくり ”

▲ キレイです♡

〝
学
び
た
い
〟
に
応
え
た
い

▲ 弓道をしている
　 姿、素敵！

▲ 生け花の作品
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◆
奈
良
県
知
事
表
彰

　
副
団
長
　
　
　
植
田
　
秀
紀
（
大
輪
田
）

　
団
　
員
　
　
　
吉
川
　
訓
徳
（
佐
味
田
）

◆
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
団
　
員
　
　
　
吉
田
　
周
史
（
城
　
古
）

　
団
　
員
　
　
　
樋
本
　
広
信
（
西
穴
闇
）
　

◆
北
葛
城
郡
町
村
会
長
表
彰

　
団　
員　
　
　
岬　
喜
久　
（
池
部
班
）

◆
消
防
協
会
北
葛
城
支
部
長
表
彰

　
副
分
団
長　
　
中
山　
誠　
（
佐
味
田
班
）

　
副
分
団
長　
　
松
本　
良
樹
（
穴
闇
班
）

◆
支
部
長
永
年
勤
続
表
彰

　
分
団
長　
　
　
谷
本　
敦
司
（
池
部
班
）

　
団　
員　
　
　
山
下　
進　
（
長
楽
班
）

　
団　
員　
　
　
青
木　
弘
次
（
佐
味
田
班
）

　
団　
員　
　
　
中
山　
文
仁
（
穴
闇
班
）

　
団　
員　
　
　
徳
永　
誠　
（
西
穴
闇
班
）　

　
団　
員　
　
　
吉
村　
昭
彦
（
西
穴
闇
班
）

◆
西
和
警
察
署
長
感
謝
状

　
班　
長　
　
　
古
谷　
通
唯
（
西
穴
闇
班
）

◆
西
和
消
防
署
長
表
彰

　
班　
長　
　
　
大
井　
崇
司
（
池
部
班
）

◆
町
長
表
彰

　
団　
員　
　
　
植
村　
一
之
（
穴
闇
班
）　
　
　
　

　
団　
員　
　
　
中
田　
友
彦
（
佐
味
田
班
）

河合町
　消防出初式

　1 月 11 日（土）火災や災害のない一年を願って、「河合町消防出初式」が総合スポーツ公園
グラウンドで開催されました。
　式典では消防業務に功績のあった消防団員に表彰状が授与され、団員及び消防車両による分
列行進が行われました。その後、中山田池公園で団員による一斉放水がありました。今年は晴
天に恵まれ、池には虹がかかり、見物に来た方たちから歓声が上がっていました。
　なお、表彰者は次の通りです。（敬称略）

　
団　
員　
　
　
羽
田
野　
弘
子
（
女
性
班
）

◆
団
長
表
彰

　
団　
員　
　
　
和
田　
徳
也　
（
長
楽
班
）

　
団　
員　
　
　
仲
井　
大
雅　
（
薬
井
班
）

　
団　
員　
　
　
上
村　
拓
矢　
（
佐
味
田
班
）

　
団　
員　
　
　
岡
井　
孝
彰　
（
西
穴
闇
班
）

　
団　
員　
　
　
高
木　
久
美
子
（
女
性
班
）

◆
退
職
団
員
感
謝
状

　
元
団
長　
　
　
小
西　
克
始　
（
大
輪
田
）　
　
　

　
元
副
分
団
長　
土
谷　
守
廣　
（
池
部
）

　
元
副
分
団
長　
植
村　
一
清　
（
穴
闇
）　
　
　

　
元
班
長　
　
　
土
田　
崇
人　
（
薬
井
）

　
元
班
長　
　
　
杉
本　
圭
司　
（
穴
闇
）　
　
　
　

　
元
団
員　
　
　
森
下　
茂
和　
（
市
場
）

　
元
団
員　
　
　
秋
山　
順
一　
（
市
場
）　
　
　
　

　
元
団
員　
　
　
松
村　
圭
一
郎
（
穴
闇
）

　
元
団
員　
　
　
中
岡　
和
彦　
（
西
穴
闇
）　
　
　

　
元
団
員　
　
　
吉
村　
昭
彦　
（
西
穴
闇
）

　
元
団
員　
　
　
徳
永　
誠　
　
（
西
穴
闇
）　
　
　

　
元
団
員　
　
　
淺
芝　
弘
介　
（
西
穴
闇
）

　
元
団
員　
　
　
森
嶋　
寿
司　
（
西
穴
闇
）　
　
　

　
元
団
員　
　
　
森
嶋　
彰
仁　
（
西
穴
闇
）

　
元
団
員　
　
　
本
山　
健
次　
（
西
穴
闇
）　
　
　

　
元
団
員　
　
　
松
尾　
和
枝　
（
女
性
班
）

河合町
　消防出初式

〜地域防災への思いを新たに〜
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Town news  まちのわだい

がやきの森こども園 工事完了

　１２月２１日（土）ふるさと回帰
イベント“河合ふるさとの日「冬」
N
ノ ス タ ル ジ ッ ク

ostalgic W
ウ ィ ン タ ー

inter ”を赤田池公園
で開催しました。
　今年も巨大すな丸バルーンの“ふ
わふわ”が皆さんをお出迎え。ス
テージイベントでは、サンドアー
トパフォーマンスを始め、“ちめい
ど”“一小バトンクラブ”“ヒューマ
ンノート”などが会場を温めてくれ
ました。スタンプラリーにもたく
さんの方に参加いただき、素敵な
イベントとなりました。

か

町の安全は皆さんの手で守られています

　かがやきの森こども園の建設工事につきましては、平成３０年８月より本格的な工事に着手し、約１年半の工事期
間を経て、昨年１２月に工事が完了しました。皆さまのご理解とご協力により、工事を無事に終えられたことに関し
ましてお礼申し上げます。
　今後は、周辺環境などの立地を十分に活用し、当園でしかできない魅力ある施設運営に努め、本町の更なる発展に
つなげてまいります。

末夜間特別警戒
　１２月２７日（金）～３０日（月）町内各地で歳末夜間特別
警戒が行われました。地域の防火防犯の強化を目的に、消
防団の夜警に加え、大字・自治会による防犯防災パトロール
が行われました。寒い中地域のために活動していただきあ
りがとうございました。

歳

o
ノスタルジック
stalgic W

ウ ィ ン タ ー
interN
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K A W A I   T O W N   A S S E M B L Y

坂さ
か
も
と本  

博ひ
ろ
み
ち道  

議
員

町
営
住
宅
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

問 ①�

９
月
議
会
後
の
転
貸
し
の
調
査
状
況
、

名
義
人
と
違
う
ケ
ー
ス
の
対
応
、
調
査
は

い
つ
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
か
。

②�

家
賃
の
納
付
状
況
、
平
成
30
年
度
決

算
で「
住
宅
使
用
料
」収
入
未
済
額
６
，

２
３
７
万
円
。
平
成
30
年
度
分
の
住
宅

家
賃
納
付
、
過
年
度
分
の
状
況
、
今
後

の
対
応
は
ど
う
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答 
25
件
の
事
例
が
あ
り
、
変
更
手
続
き

は
２
件
が
終
了
し
て
い
て
、
新
た
な
問
題

事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
は
年
度
内
に

完
了
さ
せ
、
入
居
選
考
委
員
会
に
報
告
し

ま
す
。

　
30
年
度
の
家
賃
納
付
率
は
94
％
、
過
年

度
未
済
額
は
６
，２
０
２
万
円
で
、
死
亡・

不
明
者
も
あ
り
、
整
理
し
て
対
応
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
生
活
課
）

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

問 

平
成
30
年
度
の
国
保
会
計
は
黒
字

で
、
国
保
財
政
調
整
基
金
は
３
億
６
千
万

円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①�

来
年
度
は
保
険
料
率
改
定
を
実
施
す
る

予
定
で
す
か
。
健
診
の
受
診
率
向
上
の

た
め
受
診
料
を
軽
減
し
て
は
ど
う
で
す

か
。

②�

国
保
税
均
等
割
の
18
歳
未
満
の
免
除
制

度
を
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
実
現
を

す
る
に
は
財
源
は
い
く
ら
必
要
で
す
か
。

答 

来
年
度
は
保
険
料
率
改
定
は
し
ま
せ

ん
。
基
金
を
使
っ
て
健
診
受
診
料
の
軽
減

は
検
討
し
ま
す
。
18
歳
未
満
の
均
等
割
軽

減
に
は
、
財
源
は
６
４
６
万
円
。
国
全
体

の
課
題
で
あ
り
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

（
住
民
福
祉
課
）

「
河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
」に
つ
い
て

問①�

第
三
小
学
校
跡
地
の
活
用
を
ど
う
進
め

る
予
定
で
す
か
。

②�

佐
味
田
川
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、

平
成
26
年
基
本
構
想
以
後
、
近
鉄
等
と

協
議
は
進
め
て
い
ま
す
か
。「
構
想
推
進

協
議
会
」設
置
な
ど
、
今
後
ど
う
進
め

る
予
定
で
す
か
。

答 

三
小
は
公
民
館・避
難
所
機
能
を
強

化
し
た
体
育
館
、
複
合
施
設
と
考
え
て
お

り
、
来
年
度
小
さ
な
単
位
で
の
意
見
を
聞

く
場
を
作
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
佐
味

田
川
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
構
想
策

定
後「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
協
議
会
」を
設

置
し
、
近
鉄
と
も
協
議
し
ま
し
た
。
実
現

に
向
け
駅
前
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
政
策
調
整
課
）（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

西に
し
む
ら村  

潔き
よ
し  
議
員

英
語
教
育
に
つ
い
て

問 

令
和
２
年
４
月
よ
り
始
ま
る
小
学
校

の
英
語
教
育
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
視
点
で

河
合
町
に
お
い
て
進
め
る
の
で
し
ょ
う

か
。
国
が
目
指
す
英
語
教
育
の
柱
や
目
的

は
何
で
す
か
。

答 

国
や
県
か
ら
は「
外
国
語
活
動
」及
び

「
外
国
語
」を
含
む
、
全
て
の
教
科
等
の
目

標
及
び
内
容
に
お
い
て
、「
知
識
及
び
技

能
」、「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」、

「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」の
３
つ

の
柱
を
児
童
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
教
育
総
務
課
）

問 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
は

「
読
む
、
書
く
、
話
す
、
聞
く
力
」の
ど
の

部
分
に
力
を
入
れ
る
の
で
す
か
。

答 

身
近
で
簡
単
な
事
柄
に
つ
い
て
、
聞

い
た
り
話
し
た
り
す
る
と
と
も
に
、
音
声

で
十
分
に
慣
れ
親
し
ん
だ
外
国
語
の
語
彙

や
基
本
的
な
表
現
を
推
測
し
な
が
ら
読
ん

だ
り
、
語
順
を
意
識
し
な
が
ら
書
い
た
り

し
て
、
自
分
の
考
え
方
や
気
持
ち
な
ど
を

伝
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
力
を
養
う
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。　
（
教
育
総
務
課
）

問 

学
校
で
行
う
内
容
、
自
宅
学
習
の
手

法
を
小
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
に
指
導
し

ま
す
か
。

答 

英
語
教
科
化
に
向
け
て
移
行
期
間
を

経
て
い
る
の
で
、
学
校
で
行
う
授
業
に
つ

い
て
は
ス
ム
ー
ズ
に
指
導
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
小
学
校
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
英
語
の
授
業
を
行
い
ま
す
。
自
宅
学
習

の
手
法
に
つ
い
て
は
、
英
語
に
興
味
を
持

た
せ
る
よ
う
に
指
導
を
行
い
ま
す
。

（
教
育
総
務
課
）

問 

現
在
の
小
学
校
教
員
免
許
制
度
の
見

直
し
は
あ
り
ま
す
か
。

答 

文
部
省
で
は
、
２
０
２
０
年
度
か
ら

小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
適
用
で
、
英
語

の
正
式
な
教
科
化
が
始
ま
り
、
今
ま
で
以

上
に
教
員
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

学
級
担
任
制
に
な
っ
て
い
る
免
許
制
度
を

見
直
し
、
教
科
担
任
制
を
後
押
し
す
る
仕

組
み
づ
く
り
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
教
育
総
務
課
）

中な
か
や
ま山  

義よ
し
ひ
で英  

議
員

内
水
対
策
事
業
に
つ
い
て

　
奈
良
県
が
平
成
30
年
度
か
ら
進
め
て
い

る「
平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業
」で
、
適
地

候
補
地
に
選
定
さ
れ
て
い
る
不
毛
田
川
周

辺
の
川
合
地
区
に
、
貯
留
施
設
を
３
ヶ
所

設
置
す
る
事
業
に
つ
い
て

※�

内
水
被
害
と
は:

河
川
の
水
位
上
昇
に

伴
い
、
合
流
す
る
河
川
や
水
路
の
流
水

が
流
れ
込
め
ず
、
周
囲
に
溜
ま
る
事
で

浸
水
に
な
る
被
害

問 

事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

答 

貯
留
施
設
建
設
事
業
は
、
費
用
負
担

の
面
で
奈
良
県
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
段

階
の
た
め
、
具
体
的
な
工
事
等
の
時
期
は

確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

(

ま
ち
づ
く
り
推
進
課)

問 

県
と
町
の
役
割
分
担
と
費
用
負
担
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答 

事
業
主
体
は
町
で
、
設
計・工
事・用

地
取
得
等
の
総
事
業
費
か
ら
、
国
の
補
助

金
を
除
い
た
残
り
を
県
と
町
が
２
分
の
１

ず
つ
負
担
し
ま
す
。
な
お
、
完
成
後
の
維

持
管
理
費
は
、
町
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

(

ま
ち
づ
く
り
推
進
課)

問 

不
毛
田
川
周
辺
住
民
の
不
安
解
消
及

び
指
定
文
化
財
の
廣
瀬
大
社
を
災
害
か
ら

　１２月４日〜１２月１３日、令和元年第４回河合町議会定例会が行われ、一般質問では、
１１名の議員が２７項目の質問をしました。抜粋して掲載します。（内容は当時のものです。）
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守
る
事
は
河
合
町
の
使
命
で
す
。
１
日
も

早
い
貯
留
施
設
の
完
成
を
望
み
ま
す
が
、

町
は
い
つ
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
か
。

答 「
平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業
」は
、
令

和
元
年
か
ら
５
年
ま
で
の
５
ヶ
年
事
業
で

あ
り
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
施
設
が
未
完

成
の
場
合
、
国・
県
か
ら
補
助
金
が
も
ら

え
な
い
こ
と
に
加
え
、
起
こ
り
う
る
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
点
か
ら
も
、
早
急
に
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

ま
ち
づ
く
り
推
進
課)

問 

貯
留
施
設
設
置
の
必
要
性
は
、
大
和

川
上
流
域
の
住
宅
開
発
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
下
流
域
の
河
合

町
が
多
く
の
費
用
負
担
を
す
る
事
は
お
か

し
い
。
そ
こ
で
、
町
長
に
国・
県
へ
の
陳

情
を
お
願
い
し
た
い
。

答 

費
用
負
担
に
関
し
、
知
事
へ
の
要
望

も
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

(

町
長)

馬ば
ば場  

千ち
え
こ
惠
子  

議
員

学
校
給
食
食
材
か
ら
除
草
剤
検
出

に
つ
い
て

問 

学
校
給
食
の
パ
ン
は
県
産
小
麦
粉
が

10
％
、
カ
ナ
ダ
産
が
50
％
、
ア
メ
リ
カ
産

が
40
％
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は

小
麦
粉
消
費
量
の
88
％
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
ま
す
。
両
国
で
は
収
穫
前
の
グ
リ
ホ

サ
ー
ト（
除
草
剤
の
主
成
分
）の
散
布
が
、

一
般
化
し
て
い
ま
す
が
、
人
体
へ
の
影

響
は
ど
う
で
す
か
。
給
食
の
パ
ン
を
国
産

小
麦
粉
１
０
０
％
に
す
る
、
国
産
米
粉
で

パ
ン
を
つ
く
る
、
米
飯
給
食
を
増
や
す
な

ど
、
安
全
で
お
い
し
い
学
校
給
食
を
ど
う

す
れ
ば
提
供
で
き
る
と
お
考
え
で
す
か
。

答 

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ａ

Ｒ
Ｃ（
国
際
が
ん
研
究
機
関
）が
毒
性
や
発

が
ん
性
の
懸
念
が
あ
る
と
発
表
し
て
い
ま

す
。
輸
入
小
麦
は
神
戸
港
で
農
水
省
に
よ

る
農
薬
検
査
を
行
い
、
製
粉
後
に
も
奈
良

県
学
校
給
食
会
が
農
薬
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
国
産
小
麦
粉
１
０
０
％
に
向
け
て

奈
良
県
学
校
給
食
会
に
要
望
し
な
が
ら
、

地
産
地
消
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
（
教
育
総
務
課
）

自
衛
隊
適
合
者
名
簿
提
出
に
つ
い
て

問 

自
衛
隊
の
要
請
に
応
え
て
、
18
歳
と

22
歳
の
若
者
の
住
所・
氏
名・
年
齢・
性
別

の
情
報
を
紙
媒
体
で
提
供
し
て
い
た
事
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
自
治
体
は
個
人

情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
擁
護
す

る
責
務
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
か
ら
、
紙
媒

体
で
抽
出
名
簿
を
提
供
し
て
い
た
の
か
？

自
治
体
に
は
名
簿
提
出
の
要
請
に
応
え
る

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
閲
覧
そ
の

も
の
を
拒
否
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

答 

平
成
25
年
か
ら
紙
媒
体
で
の
抽
出
名

簿
を
提
出
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
自
衛

隊
法
第
27
条
、
自
衛
隊
法
施
行
令
１
２
０

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
請
求
が
あ
れ
ば
紙

媒
体
で
は
な
く
閲
覧
で
対
応
し
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課
）

佐さ

藤と
う  

利と
し
治は
る  

議
員

予
防
接
種
に
つ
い
て

問 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強
く
、

ほ
ぼ
全
て
の
子
ど
も
が
感
染
し
ピ
ー
ク
は

生
後
６
ヶ
月
～
２
歳
で
す
。
特
徴
と
し
て

は
、
繰
り
返
し
感
染
す
る
こ
と
や
ひ
ど
い

脱
水
症
状
な
ど
が
起
こ
り
、
死
亡
事
例
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
10
月
、
厚
労
省
は
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン

を
定
期
接
種
化
、
原
則
無
料
と
決
め
ま
し

た
。
た
だ
し
、
こ
の
施
策
は
10
月
か
ら
の

施
行
で
あ
る
た
め
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
生
後

６
週
目
か
ら
し
か
接
種
で
き
ず
、
８
月
う

ま
れ
の
子
ど
も
か
ら
し
か
恩
恵
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
河
合
町
で
は
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充

は
絶
対
に
必
要
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、
同
学
年
に
な
る
４
月
１
日
生

ま
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
助
成
等
を

独
自
で
考
え
て
い
ま
す
か
。

答 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

は
国
の
定
め
る
10
月
１
日
か
ら
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
対
象
児
は
令
和
２
年
８
月
１

日
生
ま
れ
以
降
の
乳
児
を
対
象
と
し
ま
す
。

町
独
自
の
助
成
と
い
う
こ
と
で
、
同
じ
学

年
の
４
月
１
日
～
７
月
31
日
生
ま
れ
の
子

ど
も
た
ち
は
定
期
接
種
が
対
象
に
な
ら
な

い
と
の
こ
と
で
す
が
、
今
後
の
出
生
人
数

を
見
極
め
、
助
成
の
実
施
も
含
め
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。　　
（
子
育
て
支
援
課
）

災
害
時
備
蓄
品
に
つ
い
て

問 

液
体
ミ
ル
ク
備
蓄
の
検
討
は
進
ん
で

い
ま
す
か
。
災
害
時
の
母
乳
代
替
品
や
清

潔
な
お
湯
が
入
手
困
難
な
際
に
す
ぐ
常
温

で
飲
む
こ
と
が
で
き
、
海
外
か
ら
の
子
ど

も
連
れ
旅
行
者
へ
の
対
応
等
で
も
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
き

ま
す
か
。

答 

来
年
度
か
ら
の
備
蓄
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
行
事
や
防
災
訓

練
等
で
液
体
ミ
ル
ク
の
利
便
性
、
災
害

時
の
利
点
等
を
啓
発
し
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
に
よ
る
家
庭
で
の
備
蓄
、
普
及
を

図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
明
日
起

こ
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
対
し
最
善
の

策
を
講
じ
て
全
力
で
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　
　
　
（
安
心
安
全
推
進
課
）

大お
お
に
し西  

孝た
か
ゆ
き幸  

議
員

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

定
義
に
基
づ
い
た
公
共
施
設
の
再

編
と
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

問 ①�

中
央
公
民
館
及
び
中
央
体
育
館
を
第
三

小
学
校
へ
の
移
転
計
画
の
有
無
に
つ
い
て

②�

公
民
館
及
び
体
育
館
の
移
転
後
の
跡
地

の
活
用
計
画
に
つ
い
て

答 

①�

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
と
し
て「
み
ん
な
の
公
共
施

設
を　
み
ん
な
の
た
め
に
！
」と
住
民

の
皆
さ
ま
の
視
点
に
立
ち「
河
合
愛
Ａ

Ｉ
構
想
」を
掲
げ
ま
し
た
。
第
三
小
学

校
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、「
暮
ら
し
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
拠
点
」と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
公
民
館
機
能
や
避
難
所
機
能
を
強

化
し
た
体
育
館
の
整
備
を
で
き
な
い
か

と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば

現
在
の
中
央
公
民
館
、
中
央
体
育
館
は

再
編
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
利
活

用
に
あ
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ン

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
明

確
な
方
向
性
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
住
民
の
皆
さ
ま
や
民
間
事
業
者

の
意
見
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

②�

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
目

標
と
し
て
、
池
部
駅
前
か
ら
馬
見
丘
陵

公
園
に
つ
な
が
る
エ
リ
ア
の
魅
力
ア
ッ

プ
整
備
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
現
在
、
奈
良
県
と「
ま
ち

づ
く
り
包
括
協
定
」締
結
に
向
け
て
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。「
池
部
駅
を
降
り

る
と
馬
見
丘
陵
公
園
が
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
」そ
ん
な
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
ご
提
案
の
休
憩
場
所

は
、
観
光
と
い
う
観
点
か
ら
必
要
な
施

設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
豆

山
の
郷
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
既
存

施
設
の
活
用
も
含
め
て
、
前
向
き
に
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 （
政
策
調
整
課
）

谷た
に
も
と本  

昌ま
さ
ひ
ろ弘  

議
員

清
掃
工
場
職
員
の
時
間
外
勤
務
に

つ
い
て

問 

数
年
前
か
ら
年
間
１
，２
０
０
～
１
，

３
０
０
時
間
の
残
業
を
強
い
ら
れ
て
い
る
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と
大
き
く
新
聞
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
９
月
議
会
に
質
問
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
職
員
の
残
業
は

①
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

②
改
善
対
策
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

③�

年
末
に
向
け
ゴ
ミ
の
量
も
増
え
ま
す

が
、
対
策
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

④�

労
使
協
定
は
全
て
締
結
さ
れ
ま
し
た
か
。

答 

①�

環
境
衛
生
課
全
員
で
取
り
組
ん
だ
成
果

と
し
て
、
残
業
は
３
分
の
２
以
下
に
減

少
し
ま
し
た
。

②�

焼
却
職
員
以
外
の
応
援
や
シ
フ
ト
等
の

見
直
し
、
ま
た
、
焼
却
業
務
を
一
部
委

託
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

③�

年
末
対
策
は
事
前
に
ピ
ッ
ト
内
の
ゴ
ミ

を
減
ら
し
、
シ
フ
ト
体
制
の
強
化
で
対

応
し
ま
す
。

④�

清
掃
工
場
に
勤
務
す
る
職
員
は
締
結
を

完
了
し
ま
し
た
。

（
環
境
衛
生
課
）（
総
務
課
）

役
場
や
公
共
施
設
で
の
喫
煙
マ

ナ
ー
に
つ
い
て

問 

環
境
や
健
康
の
面
等
か
ら
多
く
の
公

共
施
設
が
禁
煙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
駅
や

学
校
内
、
官
公
庁
の
敷
地
内
に
お
い
て
、

河
合
町
で
は
喫
煙
で
き
る
場
所
は
あ
り
ま

す
か
。
庁
舎
室
内
で
喫
煙
で
き
る
部
屋
は

あ
り
ま
す
か
。

答 

平
成
29
年
４
月
よ
り
建
物
内
禁
煙
実

施
、
ま
た
、
本
年
７
月
か
ら
は
特
定
屋
外

喫
煙
場
所
以
外
で
は
敷
地
内
禁
煙
と
し

て
い
ま
す
。
学
校
を
始
め
と
す
る
庁
舎
以

外
の
各
施
設
で
も
敷
地
内
屋
内
禁
煙
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
（
総
務
課
）

釘
池
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
鍵
の
受
け

渡
し
に
つ
い
て

問 

以
前
か
ら
役
場
出
張
所
で
も
で
き
な

い
か
と
の
要
望
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
等

お
尋
ね
し
ま
す
。

答 

教
育
部
内
で
検
討
し
た
結
果
、
文
化

会
館
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
で
も
令
和
２
年
１

月
か
ら
鍵
の
受
け
渡
し
を
開
始
し
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

岡お
か
田だ  
康や
す
則の
り  

議
員

豆
山
の
郷
の
浴
場
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て

問 

現
在
休
止
中
の
豆
山
の
郷
浴
場
の
再

開
を
考
え
て
い
ま
す
か
。
以
前
、
担
当
課

の
説
明
で
は
老
朽
化
が
進
み
、
再
開
に
は

高
額
の
金
額
が
必
要
で
、
今
の
町
の
財

政
状
態
で
は
厳
し
い
現
状
と
聞
い
て
い

ま
す
。
令
和
元
年
の
豆
山
の
郷
骨
格
予
算

で
５
，５
０
０
万
円
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

浴
場
休
止
に
伴
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
契
約
の

見
直
し
で
執
行
残
高
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
。

答 

今
年
度
は
浴
室
の
整
備
に
関
す
る
予

算
の
計
上
は
あ
り
ま
せ
ん
。
豆
山
の
郷

当
初
骨
格
予
算
５
，５
０
１
万
５
，０
０
０

円
、
決
算
見
込
み
額
５
，２
６
９
万
円
、

今
年
度
の
執
行
残
２
３
２
万
５
，０
０
０

円
に
な
る
予
定
で
す
。

　
当
会
館
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め

設
計
者・
建
築
業
者
と
協
議
を
行
い
、
５

年
、
10
年
先
を
見
据
え
て
保
全
計
画
を
立

て
て
修
繕
を
進
め
る
必
要
性
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
浴

室
再
開
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

（
高
齢
福
祉
課
）

河
合
第
三
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の

今
後
に
つ
い
て

問 

地
域
の
方
々
か
ら
令
和
２
年
の
二
小・

三
小
の
統
合
で
、
金
管
バ
ン
ド
の
今
後
の

活
動
を
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
金
管
バ
ン
ド

は
全
国
的
に
実
力
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
す
。

ソ
ロ
演
奏
も
立
派
に
こ
な
す
児
童
た
ち
で

す
。
町
の
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答 

金
管
バ
ン
ド
は
全
国
で
も
実
績
を
残

し
て
い
ま
す
。
統
合
後
も
伝
統
を
作
っ
て

ほ
し
い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
の
で
、
継

続
し
て
い
く
こ
と
で
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
町
長
）

と
き
わ  

し
げ
の
り  

議
員

清
原
町
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

問 
河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
の
実
行
前
に
、
着

手
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
町
職
員
に
対
す
る「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア
の
必
要
性
の
認
識
」「
定
期
的
な
有
給

消
化
を
加
え
た
一
定
期
間
の
休
養
制
度
の

導
入
」で
す
。
現
在
、
町
職
員
の
労
働
環

境
は
精
神
的
な
疾
患
に
よ
り
、
突
然
ほ
ぼ

引
き
継
ぎ
な
し
で
長
期
休
養
し
て
い
る
職

員
が
断
続
的
に
お
り
ま
す
。
復
帰
時
期
が

未
定
の
た
め
人
員
配
置
も
硬
直
化
し
、
周

り
の
職
員
が
急
遽
多
大
な
負
担
を
抱
え

な
が
ら「
自
分
は
倒
れ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
」と
心
に
重
圧
も
抱
え
な
が
ら
職
務

を
遂
行
し
て
お
り
、
そ
の
予
備
軍
に
も

な
っ
て
お
り
ま
す
。
長
年
、
そ
の
よ
う
な

労
働
環
境
で
あ
る
た
め
、
新
た
な
施
策
を

実
行
す
る
た
め
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
職

務
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
過
去
策

定
さ
れ
た
施
策
は
あ
ま
り
実
行
さ
れ
て
い

な
い
と
言
え
ま
す
。
自
ら
の
足
元
を
見
る

意
味
で
、
職
員
の
福
利
厚
生
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

答 

確
か
に
こ
う
い
っ
た
形
で
休
ん
で
お

ら
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
職

員
と
の
会
議
等
で
、
物
事
の
捉
え
方
や
プ

ラ
ス
思
考
に
転
換
す
る
と
い
っ
た
考
え
方

を
伝
え
て
い
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
な
か

な
か
浸
透
し
に
く
い
状
況
で
す
。
な
る
べ

く
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
、
福
利
厚
生
事
項
に
つ

い
て
も
考
慮
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

そ
の
他

○�

本
年
度
、
予
算
化
さ
れ
た
各
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

○�

歳
出（
草
刈
り
）に
つ
い
て

・
各
課
の
発
注
す
る
面
積
と
金
額

・
そ
の
契
約
の
選
定
方
式

・
各
課
年
間
何
社
と
契
約
し
て
い
る
か

○�

防
災・減
災
関
連
質
問
と
し
て

・�

河
合
町
災
害
時
応
援
協
定
に
つ
い
て

な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

梅う
め
野の  

美み
ち
よ
智
代  

議
員

役
場
内
の
体
制
に
つ
い
て(

働
き
方

改
革)

問 

役
場
内
で
病
休
職
員
の
大
幅
増
加
が

見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
財
政
再
建
に
お
け
る
人
員
の
ス
リ
ム

化
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
歳
出
削
減

と
は
い
え
、
職
員
が
健
康
を
害
す
る
よ
う

な
事
態
や
過
剰
な
時
間
外
勤
務
が
発
生

す
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
す
。

よ
っ
て
次
の
質
問
を
し
ま
す
。

①�

こ
こ
三
年
間
で
病
休
に
よ
る
休
暇
人
数

②�

そ
の
内
、
心
因
性
に
よ
る
も
の
の
割
合

③�

病
休
中
の
各
部
署
に
お
け
る
人
員
配

置
、
補
充
の
体
制

④�

病
休
者
に
対
し
原
因
解
明
等
の
ケ
ア

答①�

１
ヶ
月
以
上
連
続
し
た
も
の
で
20
名

②
25
％

③�

臨
時
職
員
な
ど
の
雇
用
に
よ
り
対
応
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

④�

医
師
の
診
断
結
果
等
を
確
認
し
、
短

時
間
勤
務
等
か
ら
の
職
場
復
帰
等
の
対

応
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
予

防
策
と
し
て
日
頃
か
ら
相
談
窓
口
の
案

内
、
全
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
専
門
医
を
受
診
等
の
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

問 

臨
時
職
員
の
雇
用
と
あ
り
ま
す
が
、

簡
単
に
は
来
て
も
ら
え
な
い
現
状
や
個
人

情
報
を
扱
う
部
署
へ
の
配
置
に
対
す
る
住

民
の
不
安
の
声
も
あ
り
ま
す
。
近
隣
町
と

の
正
規
職
員
数
の
比
較
は
ど
の
よ
う
な
も
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の
で
す
か
。

答 
類
似
団
体
と
比
較
で
は
33
名
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

問 

中
で
も
窓
口
業
務
の
あ
る
部
署
の
人

員
が
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。
事
務
作
業
と

の
両
立
に
よ
り
、
常
に
残
業
を
強
い
ら

れ
る
状
況
下
で
の
精
神
的・肉
体
的
ス
ト

レ
ス
は
職
場
環
境
の
悪
化
に
よ
り
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
窓

口
業
務
の
重
要
性
を
考
え
て
、
人
員
配
置

と
新
た
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る

た
め
の
効
率
的・効
果
的
な
組
織
体
制
の

整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

答 

人
事
を
司
る
私
の
職
務
と
し
て
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
（
副
町
長
）

長は
せ谷
川が
わ  

伸し
ん
い
ち一  

議
員

公
平・
公
正
と
人
件
費
抑
制
の
観
点

か
ら
人
事
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問 

近
隣
町
は
退
職
時
の
職
級
か
ら
３
級

格
下
げ
、
一
律
に
３
級
係
長
級
で
再
任
用

し
て
い
る
が
、
本
町
で
は
７
級
総
括
部
長

は
５
級
の
課
長
級
で
管
理
職
手
当
も
加
給

さ
れ
て
い
ま
す
。
定
年
退
職
後
の
再
任
用

制
度
の
見
直
し
を
来
年
度
に
行
う
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

答 

年
金
支
給
年
齢
引
き
上
げ
に
伴
い
、

雇
用
と
年
金
の
連
携
目
的
に
加
え
、
定
年

退
職
者
の
知
識
、
経
験
を
活
用
す
る
た
め

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
来
年
以
降
の
運
用

は
、
近
隣
町
の
状
況
等
を
参
考
に
見
直

し
、
実
施
の
有
無
を
含
め
た
検
討
を
行
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

問 

現
行
の
参
与
、
参
事
、
理
事
制
度
を

改
め
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答 

来
年
度
か
ら
地
方
自
治
法
等
の
一
部

の
改
正
に
伴
い
、
任
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全
体
の
職
員
数

が
不
足
し
て
い
る
中
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
関
連
な
ど
の
町
長
特
命
事
項
を
掌
る
職

員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
ま
す
。

（
総
務
課
）

請
負
契
約
の
実
態
に
つ
い
て

問 
随
意
契
約
の
中
で
発
注
額
が
年
間

３
０
０
万
円
以
上
の
契
約
件
数
は
い
く
ら

あ
り
ま
す
か
。

答 

平
成
27
年
度
18
件
、
28
年
度
25
件
、

29
年
度
27
件
、
30
年
度
23
件
、
令
和
元
年

度
９
月
末
ま
で
で
32
件
で
す
。
契
約
内
容

に
つ
い
て
は
役
務
の
提
供
に
関
す
る
委
託

業
務
等
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
総
務
課
）

問 

前
年
指
名
競
争
入
札
か
ら
今
年
度
随

意
契
約
に
変
更
し
た
請
負
工
事
、
委
託
業

務
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

答 

あ
り
ま
す
。
入
札
し
た
が
応
札
が
な

か
っ
た
も
の
や
、
時
間
的
な
制
限
な
ど
の

理
由
に
よ
り
ま
す
。　
　
　
　
（
総
務
課
）

　
こ
の
他
に
環
境
衛
生（
ご
み
清
掃
）に
関

し
て
質
問
し
ま
し
た
。
請
負
契
約
と
ご
み

清
掃
問
題
に
つ
い
て
は
、
質
問
時
間
の
制

限
か
ら
再
質
問
は
次
回
の
３
月
議
会
で
行

い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

K A W A I   T O W N   A S S E M B L Y

令和元年 第４回（１２月）定例会  議決結果賛否一覧　　　　　　　　　○…賛成　●…反対

議案番号 議　　案　　名

森
光
　
祐
介

梅
野
美
智
代

佐
藤
　
利
治

中
山
　
義
英

坂
本
　
博
道

長
谷
川
伸
一

杦
本
　
光
清

大
西
　
孝
幸

馬
場
千
惠
子

岡
田
　
康
則

西
村

潔

谷
本
　
昌
弘

議決結果

議案第59号 令和元年度河合町一般会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ● 原案可決(賛7・反5)

議案第60号 令和元年度河合町国民健康保険特別会計補正
予算について ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ 原案可決(賛9・反3)

議案第61号 令和元年度河合町後期高齢者医療制度特別会
計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛13・反0)

議案第62号 河合町会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の制定について ○ ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● 原案否決(賛4・反8)

議案第63号

一般職の任期付職員の採用に関する条例の制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 修正可決(賛12・反0)

一般職の任期付職員の採用に関する条例に対
する修正案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決(賛12・反0)

議案第64号 河合町議会議員の議員報酬等に関する条例の
一部改正について ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● 原案否決(賛1・反11)

議案第65号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部改正について ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● 原案否決(賛3・反9)

議案第66号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第67号 義務教育施設の設置及び管理に関する条例の
一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第68号 河合町立認定こども園条例の一部改正につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● 原案可決(賛10・反2)

議案第69号 河合町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の
一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第70号
まほろば環境衛生組合の設立について ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ 修正可決(賛10・反2)

「まほろば環衛生組合の設立について」に対す
る修正案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決(賛11・反1)

議案第71号 奈良県葛城地区清掃事務組合規約の変更につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第72号 河合町印鑑条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

と
き
わ
し
げ
の
り
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―
河
合
に
は

　
　
「
愛
」
が
あ
る
―

河合町を町外の方に
紹介するとしたら？

地域の方々があたたかいです。民
生児童委員さんや保健師さんな
ど、子どもたちが大きくなっても
覚えてくれていて、声をかけてく
れるのがうれしい。

アクセスが便利。通勤・通学も不
便じゃないし、町内に駅が３つあ
ることが自慢です。

施設や設備でオススメは？

イオンシネマは穴場。駐車場も無料
だし、町民は安くなるのでお得です
よね。

河合町へのイメージは？
地元愛が強い方が多いイメージで
す。一度、町外に住んでも戻ってく
る方が多いですよね。

大きい公園も多いので、のびのびと
安心して遊ばせられます。

図書館が好き。静かだし、借りたい
本が借りられる。新書も置いてくれ
ている。

開拓されている部分と自然が
残っている部分のバランスが良
い町です。古墳群が多くて、田園
風景の中にポコポコと小山があ
るところがかわいい。

“ 砂かけ祭 ” や “ とんど ” など、伝
統文化が残っているし、歴史の町っ
ていうイメージです。

町長が元小学校校長なので、町全体
で子どもを教えて育ててくれるイ
メージがあります。タブレット教育
や英語教育にも力をいれているよ
うで、今後に期待しています。

「河
か わ い あ い

合愛 AI 構
こうそう

想」の重要な柱の一つに「子育て環境」があります。
現在、子育て中のママたちに “河合町のくらし ”について、リアルな
声を聴いてみました。

　ニコニコ会議終了後には「同じ世代のママさん
たちと河合町のことについてじっくり話す機会が
あまりなかったので、貴重な体験でした。」といっ
たお言葉もいただきました。今後も、このような
機会を持ち “ 河合愛 ” をお届けしていきます。
　参加していただいた皆さま、ありがとうござい
ました。

「河合愛AI構想」

今回参加いただいた子育てママの
Ｐｒｏｆｉｌｅ

民生児童委員さんは、
地域の方々が安心して
暮らせるように支援し
てくれるボランティア
さんで、幅広く相談に
のってもらえます。
保健師も同様に、マタ
ニ テ ィ か ら 高 齢 者 ま
で、地域の皆さんの心
と体の不安に寄り添い
ます。

町内を走る「すな
丸号」は、１日５
回４つのルートを
無料で運行してい
ます。
大 阪 に 行 く の も、
電 車 で １ 時 間 弱、
車でも法隆寺ＩＣ
から約３０分ほど
です。

町の自慢はやっぱ
り古墳！
１００メートル超
えの前方後円墳が
７基あり、県内の
町村別では最多な
んですよ！

町民限定！イオンシネマで
１，３００円で映画を観られ
ます！
詳しくは、町ホームページ
で。

地域の公園を始め、自然の中で BBQ
が楽しめるほのぼの公園や広大で自
然豊かな馬見丘陵公園など、町内に
はたくさんの公園があります。
４月には、馬見丘陵公園に隣接する

「かがやきの森こども園」が開園しま
す！

図書館では、毎月「おはなし会」
を開き、絵本や紙芝居をしてい
ます。広報誌でも毎月新書の紹
介をしていますので、チェック
してみてください☆

三つの柱を基に、町が目指す将来ビジョ
ンです。

【三つの柱】
　・ファシリティマネジメント（公共施
　　設再編）
　・教育のまち
　・子育て環境

砂かけ祭は、町の無形民
俗文化財です。廣瀬神社
で毎年２月１１日に開
催。砂をかけ合って五穀
豊穣を願います。
とんどは、佐味田・薬井・
山坊の３つの地域で開
催されています。

山田 さん ( 山坊 ) お子さん  ６才 ( 女 ) ４才 ( 男 )
４人家族

･･･

山川 さん ( 星和台 ) お子さん   １１才 ( 女 ) ９才 ( 男 ) ８才 ( 女 )
５人家族

･･･

西川 さん ( 池部 ) ･･･ お子さん   ９才 ( 男）２才 ( 女 )
４人家族

竹島 さん ( 広瀬台 ) ･･･ お子さん   １１才 ( 女 ) ８才 ( 男 )
４人家族

山田 さん山田 さん

山川 さん山川 さん 西川 さん西川 さん

竹島 さん竹島 さん
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所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
書

作
成
会
場
は
次
の
通
り
で
す（
土
地
建
物・
株

式
等
の
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
、
相
続
税
の
相

談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
）。

　
各
会
場
と
も
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待

た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
受
付
は
混
雑

の
状
況
に
よ
り
早
め
に
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

役
場
で
の
申
告
相
談
は
整
理
券
を
配
布

し
、
定
員
に
達
し
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
全
て
の
方
の
申
告
相
談
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
。
葛
城
税
務
署
ま
た
は
上
牧

町
２
０
０
０
年
会
館
で
の
申
告
相
談（
河
合

町
の
方
も
申
告
可
）に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申告会場 日　時

葛城税務署 ２月１７日（月）～３月１６日（月）まで申告書作成会場
が開設されます。（土・日・祝日を除く）

奈良税務署

２月２４日（月・祝）と３月１日（日）に限り、奈良税務
署において奈良・葛城税務署の合同会場が開設され、
申告相談が行われます。
※�会場専用駐車場がありませんので、公共交通機関を

ご利用ください。

上牧町２０００年会館　
２階多目的室（奈良交通バ
ス「上牧町文化センター」
下車、東へ徒歩３分。虹
の湯西大和店の斜め向い)

２月４日（火）～７日（金）
午前９時３０分～午後４時

河合町役場　２階和室

３月９日（月）～１６日（月）（土・日を除く）
整理券配布時間　午前８時１５分～１１時３０分
　　　　　　　　午後０時３０分～３時３０分
１日当たり申告相談可能な定員　　　
午前の部：３０人　午後の部：３０人　計６０人
※�簡易な申告のみ相談します。内容によっては、葛

城税務署へ行っていただくこともあります。

　
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
確
定
申
告
が
不

要
に
な
る
場
合
、
町・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
に
な
る
場
合

は
次
の
通
り
で
す
。

確
定
申
告
が
不
要
に
な
る
場
合

　
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
て
、
次
の
①
と
②
の
両
方

に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
確
定
申
告
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

①�

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

②�

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
２
０
万

円
以
下

※�

こ
の
場
合
で
も
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
方
な
ど
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
確

定
申
告
は
不
要
で
あ
っ
て
も
、
次
の
通
り
、
町・
県
民
税

の
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町・県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合

　
次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
確

定
申
告
は
不
要
で
あ
っ
て
も
、
町・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

①�「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」の
控
除
欄（
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
）に

ご
自
身
が
適
用
を
受
け
ら
れ
る
控
除
の
記
載
が
な
い
と
き

や
医
療
費
控
除
な
ど
の
適
用
を
受
け
る
と
き

②�

金
額
に
関
わ
ら
ず
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得（
給
与
所
得
の
場
合
で
勤
務
先
か
ら
町
へ
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
が
あ
る
場
合
は
除
く
）が
あ
る
と
き

※�

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
の
み
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

健
康
保
険
税(

料)

や
介
護
保
険
料
の
算
定
、
各
種
手
当
な

ど
に
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町・
県
民
税
の
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

令和元年分
確定申告のお知らせ

申
告
書
作
成
会
場
に
つ
い
て

　令和元年分の申告と納税は、所得税及び復興特別所得税は令和２年３月１６日（月）まで、
消費税及び地方消費税は令和２年３月３１日（火）までです。

※�申告に必要となる書類や整理券配布等は「広報かわい１月号」をご覧ください（町
ホームページからも閲覧できます）。
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◇問い合わせ　税務課　☎内線１１０・１１２

公的年金等を受給されている方の申告に関するフローチャート
ご自身が申告する必要があるかどうかは、下記のフローチャートでご確認ください。

はい

い
い
え い

い
え い

い
え

はい

はい

はい

はい いずれもいいえ

いいえ

確定申告も、町・県民税の申告も不要です（年金保険者か
ら町に送付される公的年金等支払報告書により町・県民税
を計算します。住所移動やその他の理由により支払報告
書が送付されない場合は申告が必要な場合があります）。

本町へ町・県民税
の申告をしてく
ださい。

公的年金等の源泉徴収票の控除欄にご自身が適用を受けられる控除の記載が
ない場合や他の各種控除の適用を受ける、または公的年金等に係る雑所得以
外の所得がある

税務署に所得税及び復興特別所
得税の確定申告書を提出してく
ださい。（所得から所得控除を差
し引くと残額がないなど申告が
不要になる場合があります。ま
た、確定申告をされる場合は
町・県民税の申告は不要です。）

公的年金等の収入金額（２ヶ所以上ある場合は、その合計額）が４００万円以下である

公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下である

源泉徴収税額がある

計算の結果、還付または株式等の繰越などがある

税務署からのお知らせ

令和２年１月からスマートフォン申告がより便利になります。
・スマホ×確定申告　進化するスマート申告！
　給与所得がある方や年金収入、副業等の雑所得がある方などは、スマートフォンに最適化したデザインの画面で所
得税の申告書を作成できます。
　マイナンバーカード対応のスマートフォンやＩＣカードリーダライタをお持ちでない方も、「ＩＤ・パスワード方式の
届出完了通知」に記載されたＩＤ・パスワードがあれば、ご自宅のパソコンやスマートフォンからe-Taxで申告ができ
ます。

電話による問い合わせ
　申告内容、申告に必要な書類の確認などは、お電話で問い合わせることができます。最寄りの税務署にお電話いた
だきますと、自動音声によりご案内しておりますので、相談内容に応じて該当の番号を選択してください。
◇問い合わせ　葛城税務署　☎２２−２７２１

申告書は
こちらから！
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　農業委員並びに農地利用最適化推進委員の任期が令和２年７月に満了を迎えるため、新たな委員を次の通り募集し
ます。

◇受付期間　　２月２５日（火）～３月２３日（月）　※土日祝を除く
◇募集人数　　【農業委員】 １１名
　　　　　　　【農地利用最適化推進委員】 ３名
◇任　　期　　令和２年７月２０日～令和５年７月１９日までの３年間
◇資　　格　　農業に関する識見があり、農業委員会に関する職務を適切に行うことができる方
◇募集方法　　①本町全域からの推薦
　　　　　　　②農業者等の組織する団体からの推薦
　　　　　　　③一般応募
◇�申込方法　　必要書類を農業委員会事務局へ提出してください。詳しくは、募集要項をご確認ください。募集要項
　　　　　　　及び必要書類は、農業委員会事務局の窓口及び町ホームページに掲載しています。
◇公　　表　　推薦・応募された内容は、一部を除き募集期間中及び募集終了後に町ホームページにて公表します。
◇問い合わせ　農業委員会事務局（地域活性課内）　☎内線１１７・１９８

農業委員並びに農地利用最適化推進委員の募集

　かねてより募集していました、河合第二小学校の新しい校歌の曲（原案）が決まりました。９３作品の中から、千葉
県浦安市にお住まいの山本典子さん（７０歳）の作品が選ばれました。
　また、採用された作品に補作、編曲が行われました。これにより、４月から子どもたちに歌われる新しい河合第二
小学校の校歌が完成しました。歌詞や音源については、町ホームページでご覧いただけます。

★作詞、作曲をしていただいたお２人のコメントをご紹介します。
　　【作詞：岡部剛機さん】
　　歴史と伝統のある河合町で学び、育ち、そして夢があふれる未来へと羽ばたく姿を抽象的に表現しました。
　　【作曲：山本典子さん】
　　豊かな自然と歴史に育まれた河合町。子どもたちが明るくのびのびと成長するよう、歌いやすいメロディを目指
　　して作曲しました。

◇問い合わせ　教育委員会総務課　☎︎内線２３０

Vol.9学校再編だより
新しい河合第二小学校の校歌が完成しました
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第４２回
大字別ソフトボール大会

体育協会主催
初春ハイキング
（定員２５名）

スポーツ振興課（総合スポーツ公園管理棟）
☎５６－４６００（月曜日休み）

スポーツ
Sports!

結　果

募　集

　１１月１０日（日）に総合スポーツ公園グラウンドにて
開催された大字別ソフトボール大会の結果です。
　各大字、初めてソフトボールをする方からもヒットが生
まれたり、ファインプレーに歓声が上がったりとスポーツ
を通した世代間交流にふさわしい一日になりました。

（掲載が遅くなりました事、お詫び申し上げます。）
【優　勝】　佐味田
【準優勝】　大輪田

　梅の花を楽しみ、歴史の遊歩道を歩きましょう。
◇�と　き　　３月１日（日）　午前８時３０分
　　　　　　町民プール前集合出発
　　　　　　※予備日　３月８日（日）
◇行き先　　三重県鈴鹿市周辺（約８キロ）
◇対　象　　小学５年生以上の町内在住の方
◇持ち物　　歩きやすい靴、防寒具、雨具、弁当、水筒
◇費　用　　２，０００円
◇�申し込み　往復はがきでご応募ください。参加される

全員の住所・氏名・年齢・電話番号をご記入
ください。

　　　　　　〒６３６－００６１　河合町山坊８５
　　　　　　スポーツ振興課　宛
◇締　切　　２月２０日（木）の消印有効
◇その他　　・�定員を超えた場合は２月２３日（日）に公

開抽選を行います。
　　　　　　・申し込みは本人含め２人まで
　　　　　　・開催日当日のキャンセルは受け付けません。
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特
定
健
康
診
査
を
受
け
た
方
の
う
ち
、
保
健
指
導

対
象
者
に
は
、
検
査
結
果
と
と
も
に
利
用
券
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
保
健
指
導
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に

指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ　
住
民
福
祉
課　
☎
内
線
１
６
５

　
国
民
年
金
は
、
高
齢
に
な
っ
た
と
き
や
い
ざ
と
い

う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う

と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
は
、
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　【
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
】

◇
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
！

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
が
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て

運
営
す
る
た
め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給

付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◇�

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　
国
民
年
金
に
は
、
高
齢
に
な
っ
た
と
き
の
老
齢
年

金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

障
害
年
金
は
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に

受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死

亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」や「
子
」）が
受

け
取
れ
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付
猶
予
制
度
】

◇
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
学
校
に
は
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

◇
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

　
大
和
高
田
年
金
事
務
所　
☎
22・３
５
３
１

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
ご

利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
振

替
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る

「
早
割
制
度
」や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い

「
６
か
月
前
納
」、「
１
年
前
納
」、「
２
年
前
納
」も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
ま
た
は
年

金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、

ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

　
大
和
高
田
年
金
事
務
所　
☎
22・３
５
３
１

　
付
加
保
険
料
制
度
は
、
国
民
年
金
の
一
般
保
険
料

に
加
え
て
付
加
保
険
料（
月
々
４
０
０
円
）を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
た
め
に
は
、
申
し
込
み
が

必
要
で
あ
り
、
申
し
込
み
を
し
た
月
分
か
ら
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
お
手
続
き
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
事
務
所
ま
た

は
役
場
国
民
年
金
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

　
大
和
高
田
年
金
事
務
所　
☎
22・３
５
３
１

住民福祉課　☎内線１６１〜１６５

国
民
健
康
保
険

国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座

振
替
が
お
得
で
す
！

国
保
特
定
保
健
指
導

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

付
加
保
険
料
制
度
に
つ
い
て
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保健センター　☎５６－６００６

　
平
成
31
年
度
の
対
象
者
は
次
の
方
で
す
。

　
対
象
と
な
る
①
の
方
に
は
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま

す
。（
過
去
に
町
の
助
成
で
接
種
し
た
方
は
対
象
か
ら
除

外
）

①
定
期
予
防
接
種
対
象
者

　
65
歳
…�

昭
和
29
年
４
月
２
日
～
昭
和
30
年
４
月
１
日

　
70
歳
…�
昭
和
24
年
４
月
２
日
～
昭
和
25
年
４
月
１
日

　
75
歳
…�
昭
和
19
年
４
月
２
日
～
昭
和
20
年
４
月
１
日

　
80
歳
…�
昭
和
14
年
４
月
２
日
～
昭
和
15
年
４
月
１
日

　
85
歳
…�

昭
和
９
年
４
月
２
日
～
昭
和
10
年
４
月
１
日

　
90
歳
…�

昭
和
４
年
４
月
２
日
～
昭
和
５
年
４
月
１
日

　
95
歳
…�

大
正
13
年
４
月
２
日
～
大
正
14
年
４
月
１
日

　
100
歳
以
上
…�

大
正
９
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

②�

60
歳
～
64
歳
で
、
心
臓・
腎
臓・
呼
吸
器・
免
疫
機
能

に
お
い
て
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
重
篤
な
疾
患

が
あ
る
方（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
そ
れ
に

相
当
す
る
障
害
が
あ
る
こ
と
が
医
師
に
よ
り
証
明
で

き
る
方
）

※�

②
の
方
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
と　
き　
２
月
末
日
ま
で

※�

期
間
内
に
接
種
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
は
任
意
接
種

と
な
り
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◇�

負
担
額　
４
，０
０
０
円

※�

接
種
当
日
、
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◇�

接
種
回
数　
１
回

※�

予
防
接
種
を
受
け
る
際
は
、
指
定
医
療
機
関
に
事
前

に
連
絡
の
上
、
町
か
ら
送
ら
れ
た「
高
齢
者
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
診
票
」と
健
康
保
険
証
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
証
な
ど
住
所
、
氏
名
、
年
齢
の
確
認

が
で
き
る
も
の
を
医
療
機
関
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

原
則
、
本
人
の
意
思
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
接
種

で
き
ま
せ
ん
。

　
対
象
児
に
は
通
知
し
て
い
ま
す
。	

 	
 	

◇�

対　
象　
平
成
25
年
４
月
２
日
～
平
成
26
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
方

※�

令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）を
過
ぎ
る
と
予
診
票
は
無

効
と
な
り
ま
す
。

◇�

と　
き　
２
月
19
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　
役
場
南
側
駐
車
場

◇�

対　
象　
16
歳~

69
歳
の
方（
た
だ
し
、
65
歳~

69
歳

の
方
は
、
60
歳~

64
歳
の
間
に
献
血
の
経
験
が
あ
る

場
合
に
限
り
ま
す
。）

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
予

防
接
種　
２
月
末
ま
で
！

HEALTH CALENDER
健康カレンダー

　　成人健康相談（生活習慣病予防）
とき・ところ　２月１０日（月）　保健センター
　　　　　　　２月２１日（金）　豆山の郷
　　　　　　　午前１０時～１１時
対　象　町内在住の成人
内　容　血圧測定・尿検査・個別相談・栄養相談
持ち物　健康手帳

　　乳幼児相談
とき・ところ
２月６日（木）・３月５日（木）
保健センター　午前９時～１０時３０分
２月２１日（金）
豆山の郷　午前１０時～１１時
対　象　町内在住の乳幼児・妊産婦
内　容　計測・各相談（栄養・育児・歯科・授乳）
※�２月６日（木）は助産師による授乳相談
※３月５日（木）は歯科衛生士による歯科相談
持ち物　母子健康手帳

　　乳児健診
とき・ところ　２月１８日（火）　保健センター
受付時間　午後１時３０分～２時
対　象　令和元年９月８日～１１月８日生まれの児
　　　　※�対象児には通知します。
持ち物　母子健康手帳、問診票

　　１０ヶ月児健診
とき・ところ　２月１８日（火）　保健センター
受付時間　午後１時３０分～２時
対　象　平成３１年３月・４月生まれの児
　　　　※�対象児には通知します。
持ち物　母子健康手帳、問診票

　　３歳６ヶ月児健診
とき・ところ　２月２５日（火）　保健センター
受付時間　午後０時４５分～１時１５分
対　象　平成２８年４・５・６・７月生まれの児
　　　　※�対象児には通知します。
持ち物　母子健康手帳、問診票

　　ぷちサロン（乳幼児相談の時に開催）
とき・ところ
２月６日(木）・３月５日(木）　保健センター
午前９時～１０時３０分
対　象　町内在住の乳幼児・妊産婦
※�乳幼児相談時に遊べるスペースを設けてい

ます。（予約不要）

　　マタニティ相談
とき・ところ　２月６日（木）　保健センター　
受付時間　午前１１時～１２時
対　象　町内在住の妊婦
内　容　助産師による妊婦さんの相談
　　　　※要予約

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
第
２
期

（
小
学
校
就
学
前
年
度
）

献
血
の
お
知
ら
せ

※�送迎等でお越しの方
保健センター前の道路はスクールゾーンのた
め、午前７時３０分～９時までは進入禁止と
なっています。
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2 月のお知らせ news & information

珠
算
教
室
受
講
生
募
集

　
心
の
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

て
い
る
珠
算
教
室
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

◇�

と　
き　
毎
週
月・
木
曜
日（
祝

日
の
場
合
は
休
み
）

　
第
１
部：午
後
６
時
～
７
時　
　

　
第
２
部：午
後
７
時
～
８
時

◇�

対　
象　
小
学
１
年
生
～

　
※
新
１
年
生
も
可

◇�

受
講
料　

月
額
１
，０
０
０
円

（
別
途
教
材
費
必
要
）

◇�

締　
切　
３
月
27
日（
金
）午
後

４
時　
※
申
込
用
紙
は
心
の
交

流
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ　
☎
56・５
１
９
６

�

体
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
！

移
動
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
Ｋ
Ｙ

Ｔ
研
修
会
開
催
の
お
し
ら
せ

　
子
ど
も
会
連
合
会
で
は
、
大
阪

府
立
大
型
児
童
館「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」

の
移
動
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
Ｋ
Ｙ
Ｔ

（
危
険
予
知
訓
練
）研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

◇�

と　
き　
２
月
９
日（
日
）

　
午
前
の
部　
午
前
10
時
〜
12
時

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
〜
３
時

◇�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館 

集
会
室

◇�

内　

容　

体
験
型
展
示・
工
作

（
４
歳
以
上
）・Ｋ
Ｙ
Ｔ（
危
険
予

知
訓
練
）の
資
料
展
示

◇
参
加
費　
１
０
０
円

◇�

工
作
費　

無
料（
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。）

◇�

そ
の
他

　
・�

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん

は
、
必
ず
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
・�

会
員
様
以
外
の
方
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。

◇�
問
い
合
わ
せ　
子
ど
も
会
連
合

会
事
務
局（
生
涯
学
習
課
内
）

　
☎
57・２
２
７
１

い
き
い
き
サ
ロ
ン

【
広
瀬
台
】

◇�

と　
き　
２
月
14
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時

◇�

と
こ
ろ　
西
大
和
地
区
老
人
憩

の
家

◇�

内　

容　

笑
い
ヨ
ガ・
保
健
師

の
お
話

◇
参
加
費　
１
０
０
円

◇�

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
協
議

会（
豆
山
の
郷
内
）

　
☎
58・２
７
３
４

「
か
も
き
み
の
湯
」

組
合
市
町
別
無
料
入
浴
日

　
か
も
き
み
の
湯
で
は
、「
組
合
市

町
別
無
料
入
浴
日
」が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
と　
き　
２
月
13
日（
木
）

◇�

営
業
時
間　
午
前
10
時
～
午
後

11
時（
最
終
入
浴
受
付
は
午
後

10
時
）

◇
対　
象　
河
合
町
在
住
の
方

※�

小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴

◇�

実
施
方
法　
１
階
受
付
に
て
対

象
者
と
確
認
で
き
る
も
の（
健

康
保
険
証
等
）を
提
示
。

※�

コ
ピ
ー
不
可
。
他
サ
ー
ビ
ス
と

の
併
用
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

◇�

問
い
合
わ
せ　
か
も
き
み
の
湯

（
御
所
市
五
百
家
３
３
３
）

　
☎
66・２
６
４
１

令
和
元
年
度

人
権
・
施
策
部
会 

勉
強
会

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条

例
を
学
ぼ
う
！
２
０
２
０
」

　
障
害
の
こ
と
、
生
活
の
場
面
で

の
暮
ら
し
に
く
さ
な
ど
を
理
解
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
配
慮

や
工
夫
を
共
に
考
え
、
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
し
ま
す
。

◇�

と　
き　
２
月
18
日（
火
）　
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◇�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
集
会

室（
お
車
で
お
越
し
の
際
は
、

ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。）

◇�

内　
容

　
①�

奈
良
県
障
害
理
解
促
進
Ｄ
Ｖ

Ｄ
上
映「
シ
ル
コ
ト
カ
ラ
－
障

害
を
知
り
、
共
に
生
き
る
－
」

②�

講
演　
奈
良
県
障
害
者
差
別
を

な
く
す
条
例
推
進
委
員
会
事
務

局
長　
清
水　
辰
馬　
氏

◇
参
加
費　
無
料

◇�

締　
切　
２
月
10
日（
月
）

◇�

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
お
は
な

　
（
担
当　
小
嶋
）

　
☎・Ｆ
Ａ
Ｘ 

43・５
５
１
３

一
般
寄
付

『
ふ
れ
あ
い
の
集
い
』売
り
上
げ
に

よ
る
一
部
寄
付

く
い
し
ん
坊
Ｏ・Ｂ
会

代
表　
西
田　
台
三　
様

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
目
的
及
び

事
業
に
賛
同
し
、
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
寄
付
は
、
社
会
福
祉
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇�
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
協
議

会（
豆
山
の
郷
内
）

　
☎
58・２
７
３
４

　時間内は出入り自由です。気軽
にあそびに来てくださいね。
☆とき　　毎週火・水・金曜日
　　　　　午前１０時〜午後３時　
☆�ところ　豆山の郷1階キッズコー

ナー
☆�対象　　町内在住の未就園児と

保護者

つどいのひろばイベント“親子あそび”
　毎月１回金曜日、保育士による乳児と保護者を対象とした親子遊び
を行っています。※申し込み不要。参加無料。
◇�と　き　２月１４日(金)　午前１０時～
◇�ところ　豆山の郷　１階キッズコーナー
◇�内　容　朝の歌・手遊び・お誕生会・ふれあい遊び・お楽しみシア

ター・簡単な制作・体操　など
◇�問い合わせ　西穴闇保育所･つどいのひろば担当　☎５７－０２１５
　♡あそびに来てくださいね♡
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毎
月
11
日
は
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
で
す

毎
月
11
日
は
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
で
す
。
て
ん
い
ち
は
、

英
語
の
10
「
て
ん
」
と
「
い
ち
」
を
合
わ
せ
て
『
て
ん
い
ち
』

（
11
）
と
い
う
意
味
で
す
。

　農地及び森林を相続された場合、届出が必要です。
地域活性課にお問い合わせください。
◇問い合わせ　地域活性課（農業委員会事務局）　☎内線１１７・１９８

農地及び森林の相続等届出のお願い

お子様が生まれた方、
児童手当の手続きを忘れずに！

　児童手当の新規申請、額改定（第2子以降）の請求は、出生日の翌日から
15日以内の申請が必ず必要です。手続きが遅れますと、遅れた月分の手
当を受けることができませんのでご注意ください。

◇問い合わせ　社会福祉課　☎内線169

火災・救急などの出場状況
12 月中 本年累計

河
合
町

火災 0 件 5 件

救急 83 件 938 件

西
和
管
内

火災 4 件 35 件

救急 691 件 7,573 件

西和消防署より まほろば夢市
随時生産者を

募集しています！
　地元で収穫された野菜などを生産者
が提供する朝市です。
◇�と　き　毎週日曜日
　　　　　午前９時～売切れ次第終了
◇�ところ　近鉄大輪田駅高架北側
　　　　　（雨天決行）
◇�その他　駐車場あり。マイバッグを
　　　　　持参してください。
◇�問い合わせ　地域活性課　☎内線117

相談のご案内
人権・行政・心配ごと相談

　家庭のことから国の仕事まで、人権擁
護委員・行政相談委員・民生委員が相談に
応じます。
とき　2月21日（金）　午後１時〜４時
ところ　豆山の郷
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

消費生活相談
　契約や買い物のトラブル、架空請求や
多重債務など、消費生活相談員が相談に
応じます。　
とき・ところ
①�月曜日 午後１時〜５時、水曜日 午前９
時〜午後１時／河合町役場２階相談室　
②�火曜日 午後１時〜５時、木曜日 午前９
時〜１時／上牧町役場１階町民相談室
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

※今月の「ご存知ですか！地域包括支援センター」はお休みします。

無料法律相談
　相続や不動産、離婚などについて、弁
護士が相談に応じます。要予約。
とき　2月28日（金）　午後１時〜４時
ところ　役場２階相談室
定員　６人（１人30分）
申し込み　2月25日（火）　午前10時
役場２階相談室にて抽選。定員に満たな
い場合は、電話予約を受付。
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

女性・ＤＶ電話相談
とき　火・金曜日　※祝日の場合、前日
　午前10時〜 12時、午後１時〜３時
電話・FAX番号　NPOなら人権情報セン
ター河合支局　☎57-2908

子どもに関する電話相談
●子育ての相談　月〜金曜日
　地域子育て支援センター
　（西穴闇保育所）　☎56-5908
●育児・発育の相談　月〜金曜日
　保健センター　☎56-6006
●小・中学校の相談　月〜金曜日
　教育総務課　☎内線250
●その他子育ての相談　月〜金曜日
　社会福祉課　☎内線169

高齢者に関する電話相談
とき　月〜金曜日
問い合わせ　地域包括支援センター
　　　　　　☎内線175・178・186

2月
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図書だより
【開館・休館のお知らせ】
◇開館　火～日曜日　午前９時３０分～午後５時（金曜日は午後７時まで）
◇休館　月曜日（祝日と重なる場合はその翌日）
※特別整理休館　２月４日（火）〜１６日（日）
※２月２５日（火）は、振替休館です。
※２月２９日（土）は、月末図書整理のため休館します。
◇問い合わせ　図書館　☎３２－８６０５

★
２
月
の
お
は
な
し
会

◇
と　
き　
２
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

◇
と
こ
ろ　
１
階　
お
は
な
し
室

◇�

内　
容　
お
は
な
し・絵
本・紙
芝
居

★
図
書
館
特
別
整
理（
蔵
書
点
検
）に

　
よ
る
休
館

　
図
書
館
で
は
、
年
１
回
の
特
別
整
理(

蔵

書
点
検)
を
行
い
ま
す
の
で
次
の
期
間
は
休

館
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

休
館
期
間　
２
月
４
日（
火
）〜
16
日（
日
）

★�「
図
書
寄
贈
の
お
願
い
」

　

図
書
館
で
は
、
図
書
資
料
充
実
の
た
め

に
平
成
29
年（
２
０
１
７
年
）以
降
に
出
版

さ
れ
た
本
の
寄
贈
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

絵
本
を
含
む
児
童
書
は
出
版
年
を
問
い
ま

せ
ん
の
で
図
書
館
ま
で
直
接
本
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
寄
贈
図
書
の
利
用
方
法
は
図
書

館
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

　

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
や
団
体
で
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

［
予
約
の
多
い
本
］

◎「
希
望
の
糸
」　　
　

  

東
野　
圭
吾　
著　
　
　

◎「
落
日
」　　
　
　
　

  

湊　
か
な
え　
著　
　
　
　
　
　

◎「
祝
祭
と
予
感
」　　
　

  

恩
田　
陸　
著

◎「捨て犬・未来とどうぶつのお医者さん」
今西　乃子　著

◎�「明智光秀の足跡をたどる旅」
明智光秀の足跡をたどる旅製作委員　著

◎「ママは100めんそう」
ジョン　ウンスク　絵

◎「あしたの君へ」
柚月　裕子　著

◎「へんてこテーマソング」
最上　一平　作

◎「世界が僕らを嫌っても」
片山　恭一　著

【児童書】　他７冊

【一般書】　他１２冊 ★
今
月
の
新
刊　
司
書
の
お
薦
め
本

河合町役場（代表）
　平日午前８時30分〜午後５時15分
	 ☎57-0200
豆山の郷※	 ☎58-2733
保健センター	 ☎56-6006
役場出張所	 ☎32-6605
心の交流センター	 ☎56-5196
清掃工場（環境衛生課）	 ☎32-0706

上下水道課	 ☎56-5210
まほろばホール※	 ☎72-1100
図書館※	 ☎32-8605
中央公民館（生涯学習課）※	 ☎57-2271
西大和地区公民館※	 ☎32-1388
総合スポーツ公園（スポーツ振興課）※
	 ☎56-4600
※は月曜日が休館です。
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Hello everyone! It’s already February, can you 
believe it? Time flies. This year February has 
29 days. In English we call this year a leap 
year. One big event in February is Valentine’s 
Day on February 14th. In elementary school, 
children often write Valentine’s Day cards 
and give them to their classmates. In middle 
and high school, all clubs often raise money 
by selling flower-grams. A flower-gram is a 
card and flower you send to a friend, teacher, 
or girlfriend/boyfriend on Valentine’s Day. 
Although this holiday is celebrated all over the 
world, we celebrate differently! In America, 
traditionally girls are usually given gifts of 
chocolate, flowers, or teddy bears and there 
is no day where boys are given gifts. However, 
recently both boys and girls receive gifts on 
that day. Enjoy Valentine’s Day!

皆さん、こんにちは！もう２月ですね、信じられます
か？時が経つのは早いですね。今年の２月は29日まで
あります。英語ではこの年のことをリープイヤー（うる
う年）と言います。２月の大切な行事は２月１４日のバ
レンタインデーです。小学校では子どもたちはしばしば
バレンタインカードを書いてクラスメイトに渡します。
中学校と高校では、全てのクラブはフラワーグラムを販
売して資金を集めることが多いです。フラワーグラムと
は、バレンタインデーに友達、先生やガールフレンド／
ボーイフレンドに送るカードと花のことです。この祝日
は世界中で祝われていますが、祝い方は異なります。ア
メリカでは、伝統的に女の子がチョコレート、花やテ
ディベアのプレゼントを贈られ、男の子がプレゼントを
贈られる日ではありません。しかし、最近では男の子と
女の子の両方がプレゼントを受け取ります。バレンタイ
ンデーを楽しんでください！

日本語訳の校正は、畑 知也子さん（広瀬台）にご協力いただいています。

海外のバレンタインはどんな習慣があるのでしょう。アメリカでは男女だけでなく、家
族・友達・同僚など、感謝する人にプレゼントを渡したり、交換したりします。贈り物は
カードとバラの花は必須。贈る花にも特徴があり、イギリスなどでも赤いバラが人気で

すが、デンマークではスノードロップという白い花を贈るようです。同じヨーロッパでも違いがあり、面白いですね。
また、バレンタインには男女問わず贈りものをするので、ホワイトデーはありません。

町の動き 町について

人　口　　17,631 人（－ 6 人）
　　　　　男   8,218 人
　　　　　女   �9,413 人
世帯数　　7,859 世帯（＋ 9 世帯）
令和元年 12 月末現在。（ ）は前月比

町　木　　さざんか
町　花　　福寿草
面　積　　8.23km2

東　経　　135 度 44 分
北　緯　　134 度 34 分

さざんか

福寿草

今年は２月が２９日まである「うるう年」です。英語ではリープ
イヤーと言いますが、リープ(leap)とは跳び越えるといった意
味があります。通常の年では、新しい年になると同じ日の曜日
が１つずれますが、うるう年は曜日が２つずれます。そのこと
が跳び越えるという表現になっているという説もあります。
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